
１日だけの  にわか  陪審員  兼  裁判官いちにち

ばい しん いん さい ばん かん
けん

  ご静
せい

粛
しゅく

に　

 ご静
せい

粛
しゅく

に

裁
さい

判
ばば

官
か
ば のわたしに敬

けい

意
い

を表
ひひひ

して、全
ぜば

員
いば

起
き

立
りり

・・・

ある日
ひ

、高
こう

慢
まん

さから
わたしは自

じ

分
ぶん

のおろかなやり方
かた

で
１
いち

日
にち

だけのにわか陪
ばい

審
しん

員
いん

兼
けん

裁
さい

判
ばん

官
かん

になることにした。



そこで小
こ

づちを手
て

に取
と

り、
わたしは自

じ

分
ぶん

の仲
なか

間
ま

のあら探
さが

しを始
はじ

めた。
すると、全

まった

くおどろかないことに
大
おお

勢
ぜい

の者
もの

が、浅
あさ

はかな者
もの

、
不
ふ

親
しん

切
せつ

な者、人
ひと

当
あ

たりが悪
わる

い者、
落
お

ち着
つ

きがなく冷
れい

静
せい

でもない者、
思
おも

いやりのない者、つまらない者、
さらには、良

よ

い所
ところ

が全
まった

くなく、
人
にん

間
げん

としての信
しん

用
よう

もおけないような
者たちだと気

き

が付
つ

いた。

ウ～

なばじ、

ろくでなしの

庶
しひ

民
みば

に判
はば

決
けり

を

下
くだ

す。

告
こく

発
はり

されている
ろくでなし

人
ひと

当
あ
たりが

悪
わる

い りまらない



ヒヒヒ  通
とお

りだ！

 以
い下

かだ
ぞ

や
り
ら
は
基 き

準 じ
ゅ

ば

思
おも

った

それで、ただ楽
たの

しみのために
わたしは一

ひとり

人一
ひとり

人を分
ぶん

類
るい

してみた。
それは、あっという間

ま

に終
お

わった。
わたしは自

じ

信
しん

をもって言
い

おう。
わたし自

じ

身
しん

の最
さい

高
こう

に謙
けい

虚
きょ

なやり方
かた

で、
一人一人をわたしと比

くら

べて 評
ひょう

価
か

し、
パック詰

づ

めにし、ラベルを貼
は

って、
棚
たな

に陳
ちん

列
れつ

した。
そして、むとんちゃくにも
だれかれ構

かま

わず通
とお

りがかるすべての人
ひと

に
わたしの才

さい

気
き

あふれる結
けつ

論
ろん

を読
よ

み上
あ

げた。



落
お ち

着
り きが

ない 冷
れ
い 静
せ
い じ
ゃ

な
い

不
ふ 親

し
ば 切
せ
り

良
よ

い
所と

こ
ろ が

な
い 恥
はじ 人

にば

間
げば

としての

信
しば

用
よひ

にも･･･

お
け
な
い

･･
･

   仕
し

事
ごと

だれかが
せねばならばからな

だが、汚
きたな

い

棚
たな

さてこっちは、君
きみ

たちや、最
さい

高
こう

のわたしよりも
劣
おと

る者
もの

たちだ。そしてこの者は、一
いっ

見
けん

善
ぜん

なる
ように見

み

えたが、よくよく調
しら

べてみると、
大
おお

いなる不
ふ

完
かん

全
ぜん

さがあることが、ついに

わかった。それでその時
とき

は、それを
暴
ばく

露
ろ

するのが自
じ

分
ぶん

の務
つと

めだと感
かん

じた。
最
さい

悪
あく

の欠
けっ

点
てん

を目
ま

の当
あ

たりにしたからだ。

欠
けっ

点
てば

暴
ばく

露
ろ

器
き

の
剣
けば



何
なば

と恥
はじ

さらしな

諸
し
ひ 君
く
ば 、

一
ひ
と り

一
ひ
と り

の

小
ち
い さ

な
欠

け
っ 点
て
ば を

よく
見
み たまえ。

チェッ そして、おそろしいほどの欠
けっ

点
てん

をたくみに指
し

摘
てき

し、
この最

さい

悪
あく

のいやしむべき事
じ

実
じつ

を伝
つた

えたことで
得
とく

意
い

になっていたのだ。

事
じ

実
じつ

、ひざの上
うえ

に落
お

ちてきたイモ虫
むし

や、
何
なに

かを食
く

っているハエ（でも何
なん

でもいいが）の
ようなものではなく、上

うわ

辺
べ

では、まるで
豪
ごう

華
か

客
きゃく

船
せん

のファーストクラスに乗
の

ってでも
いるかのように立

りっ

派
ぱ

に見
み

せかけていたのだ。
だが、わたしが 兄

きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

を食
く

い物
もの

にし、
大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

に大
おお

きな苦
く

痛
つう

を与
あた

え、



わ
た
し
の
、ヤ
ギ
を
ぬ
す
み
お
っ
た
な

*

わたしの

ヤギ

（* 訳
やく

注
ちゅう

・英
えい

語
ご

まめ知
ち

識
しき

：昔
むかし

、馬
うま

はヤギがいっしょにいると大
たい

変
へん

落
お

ち着
つ

くと

考
かんが

えられていて、競
けい

馬
ば

の前
ぜん

日
じつ

には馬を落ち着かせるためにヤギをいっしょに

していたが、ライバルがこのヤギをぬすんで馬の神
しん

経
けい

をいらだたせ、相
あい

手
て

が

レースに勝
か

てないようにじゃまをするということがあったことから、英語では、

「あいつには、本
ほん

当
とう

にイライラさせられる！」という意
い

味
み

で、このような言
い

い

回
まわ

しをするようになった。）

大
おお

勢
ぜい

の人
じん

生
せい

をめちゃくちゃにするのを
楽
たの

しんでいたら、
最
さい

高
こう

にたちの悪
わる

いごろつきに出
で

会
あ

った。
わたしの腹

はら

わたを煮
に

えくり返
かえ

らせる
いやしむべき人

じん

物
ぶつ

に。
やつの話

はな

し方
かた

には嫌
いや

気
け

が差
さ

す。
歩
ある

き方
かた

などは、もっての外
ほか

だ。
皿
さら

の盛
も

りつけ方
かた

から
もちろん、食

た

べ方
かた

までもだ。



短
み
じ
か 過

す ぎ
長
なが

過
す

ぎ

ポ
カ

ッ！
いたぁ～

早
はや

かろうが遅
おそ

かろうが、やつはマチガイだらけ
髪
かみ

は 短
みじか

過
す

ぎか長
なが

過
す

ぎだし
着
き

てる服
ふく

はギョッとする
色
いろ

もデザインもハデなものばかり
座
すわ

り方
かた

も立
た

ち方もメッチャクチャ
鼻
はな

クソだってほじるし
ハグだって長

なが

過
す

ぎるしやり過
す

ぎ
それに、完

かん

全
ぜん

に人
ひと

とズレてるみたい。
わたしは言

い

わねばならない
やつには「完全なるひっちゃかめっちゃか」と
いうラベルを貼

は

った。
やつに関

かん

してはイライラさせられることばかり
やつは犯

はん

罪
ざい

者
しゃ

写
しゃ

真
しん

を撮
と

る必
ひつ

要
よう

がある。



何
なば

と

サプライズ

ゴクリ

だが、ある夜
よる

のことを打
う

ち明
あ

けよう
わたしは自

じ

分
ぶん

が死
し

んだ夢
ゆめ

を見
み

た
天
てん

国
ごく

の真
しん

珠
じゅ

の門
もん

で
わたしを待

ま

っていた者
もの

は
わたしがあれほどにも憎

にく

んでいたあいつ
わたしが最

もっと

もつまらないと思
おも

っていたやつ
たちの悪

わる

いごろつき、獣
けだもの

のようなやつだ！
わたしと全

まった

く正
せい

反
はん

対
たい

で
わたしが毛

け

嫌
ぎら

いするそのものだ！

その上
うえ

わたしが死
し

ぬほどおそろしかった
ことには、仮

か

面
めん

を取
と

ったイエス様
さま

が
こう言

い

ったんだ。「サプライズ！　
わたしだよ！
さぁてと！　本

ほん

を開
あ

けて、
君
きみ

がわたしに対
たい

してどう接
せっ

してきたかを
ざっと見

み

てみようか？」



わが友
とも

よ
その日

ひ

、わたしは目
め

覚
ざ

めたことをうれしく思
おも

う！
今
いま

わたしはおそれかしこまってここにいる
人
ひと

の 評
ひょう

判
ばん

を落
お

とすようなことを言
い

うのはやめ
兄

きょう

弟
だい

としてわたしが愛
あい

するべき者
もの

の
あら探

さが

しをしたり悪
わる

口
ぐち

を言うのはやめよう

粉
こ
な

々
ご
な

に

光
こひ

輪
りば

、

罪
り
み

の

深
ふか

い後
こひ

悔
かい

悲
ひ 嘆

た
ば

意
い

識
しき
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わたしのゴシップの庭
にわ

に生
は

えていた
そのような邪

じゃ

悪
あく

な雑
ざっ

草
そう

の
種
たね

に水
みず

をやっていた
蛇
じゃ

口
ぐち

の栓
せん

を、わたしは閉
し

めたのだ。

無
む

用
よひ

になった裁
さい

判
ばば

官
かば

の小
こ

道
どひ

具
ぐ

ひどい独
どく

善
ぜば

ゼイゼイ 死
し

ぬ～

ゴシップの庭
にわ

ドサドサッ！
ドサドサッ！


